
３第１４号陳情  「日本一子育てをしやすいまち」の具体化に関する陳情 

 

 受 理 年 月 日  令和３年１１月２２日  

 

 陳 情 者  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

           〇〇 〇〇 
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 陳情趣旨 

  「日本一子育てをしやすいまち」の具体的指標及び東大和市の現状の明示を求める

もの。 

 

 陳情理由 

  子育て支援部長をはじめとする市職員と接するにつれ、東大和市が声高に掲げてい

る「日本一子育てをしやすいまち」という目標は、ただ何となく耳触りの良さで使用

しているだけで、職員の意識とは遠くかけ離れた空虚なフレーズのように思えてなら

ない。現に、狭山保育園の段階的廃園に関する懇談会の場において、「日本一子育て

をしやすいまちとは、具体的に何がどうなったときに日本一と言えると考えている

か？また、その評価指標において、現時点の東大和市は全国何位なのか？」と質問し

た際、市職員は互いに顔を見合わせるばかりであり、有効な回答は得られなかった。

こうした市職員の意識・意欲レベルの低さからしても、到底、日本一を目指す自治体

とは思えない状況であることを感じるばかりである。 

  もし、本気で日本一を目指しているのであれば、以下の２点について、住民に向け

て明確に発信するとともに、職員への周知徹底を求めるものである。 

  ①子育てのしやすさが日本一であることを証明するための具体的指標 

  ②その指標において現在の東大和市はどの程度の順位であり、どの程度の努力が必

要なのか 


